
人権 ・ 同和問題啓発広報 「みちしるべ」 第１65号

誰もが自分らしく暮らせるまちをめざして
～人権感覚をアップデートしよう～
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みんなが心から暮らしやすいまちを！ 人権について学ぼう！みんなが心から暮らしやすいまちを！ 人権について学ぼう！

９月7日（土）
10：00～12：00
９月7日（土）
10：00～12：00

NPO法人 奈良地域の学び推進機構 理事
テックコーチ、眠育アドバイザー
石川 千明 さん

NPO法人 奈良地域の学び推進機構 理事
テックコーチ、眠育アドバイザー
石川 千明 さん

　市では、毎年、さまざまな人権問題をテーマに講師を招き、年４回
シリーズで人権・同和教育基礎講座を開催しています。
　誰もが自分らしく暮らせるまちをめざして、一緒に人権について
学んでみませんか？

　社会の複雑化、価値観の多様化、情報化にともない、さまざまな分野において人権意識
を高めていくことが求められるようになり、時には新たな人権問題も生じる時代となってい
ます。
　いじめや虐待等の子どもの人権問題や、障がいのある人や外国人、部落差別（同和問題）
やハンセン病問題などの人権問題も依然として存在しています。
　近年では、多様な性に関する人権やインターネットによる人権侵害、震災等の災害に起因
する人権などの問題がクローズアップされています。

　他にも、さまざまな人権課題があります。
　このような課題の解決に向けて、市や地域が行う研修や講座に参加して、人権感覚をアップ
デートしていきましょう！

　性別の違和や同性愛などの悩みや困りごとのある方、ご家族、ご友人、
教職員、職場の上司、相談機関の支援者など、どなたでも匿名で相談できます。　　　　
　詳しくは、県のホームページ（右記の二次元コード）をご覧ください。

性的マイノリティを理由とする、偏見や不当な差別、いじめなどの問題が起こっています。
誰もが自分の性のあり方を尊重され、自分らしく生きることができるように、多様な性の
あり方への理解を深め、偏見や差別を解消し、共生社会を実現することが必要です。

インターネットの普及によってコミュニケーションの輪が広がり、便利になる一方で、他人
を誹謗中傷したり、個人の名誉やプライバシーを侵害したり、あるいは偏見や差別を助長
するような情報を発信したりするといった悪質な事案が急増しています。インターネットの
特性を踏まえたうえで、インターネットを利用する際のルールやマナーに関する正しい知
識と理解を深めていくことが必要です。

大規模な豪雨や台風などの自然災害が多発する中、避難時や避難所において、高齢者、障
がいのある人、乳幼児、妊産婦、外国人などへの人権に関する配慮が求められています。

　ゲーム企画や学校支援等の経験、
また母親目線から、家庭、学校、地
域での声がけやルール作りなど、分
かりやすくお話しいただきます。
　子どもたちが、ネットで被害者に
も加害者にもならないために、どう
すれば子どもたちの「困った」に気
がつき、支援できるか、一緒に考え
てみませんか。

第１回

講  師

申込はこちら▶
（しまね電子申請） 

神西地区人権イメージキャラクター
「かっく・まある」

 ▲申込はこちら
（しまね電子申請）

人権・同和教育基礎講座　受講生募集

LGBT等専門電話相談「島根にじいろダイヤル」が開設されました

演題／インターネットと人権
　　　～誰もがネットで被害者にも加害者にも
　　　　　　　　　　　　　　　　  ならないために～

演題／インターネットと人権
　　　～誰もがネットで被害者にも加害者にも
　　　　　　　　　　　　　　　　  ならないために～

申込み・おたずね／人権同和政策課
〒693-0022　上塩冶町2657-1　出雲市隣保館内
☎22-7506　FAX 22-7502
メール：jinken@city.izumo.shimane.jp

◆会　　場／市役所本庁 1階 くにびき大ホール
◆申込方法／電話、FAX、メール、しまね電子申請のいずれかで、①お名前、②住所、③電話番号など
　　　　　　の連絡先 を明記のうえ、下記までお申し込みください。
　　　　　　また、介助などをご希望の方は、申込み時にお申し出ください。
◆定　　員／各回100名（先着順）

≪さまざまな人権を取り巻く現状≫

10月5日（土）
10：00～12：00
10月5日（土）
10：00～12：00

LGBT理解啓発講師
佐藤 みどり さん
LGBT理解啓発講師
佐藤 みどり さん

　LGBT当事者で元警察官の佐藤さ
ん。本当の自分を隠して生きたくない
と思い、LGBT当事者であることを
オープンにして生きることを決意。
　LGBTに限らず全ての人がイキイ
キと生きる島根をめざし、エネル
ギッシュに活動しておられる佐藤さ
んと一緒に「生きやすい未来」につ
いて考えてみませんか。

第２回

講  師

演題／みんなが生きやすい
　　　　　　　　未来を作ろう
演題／みんなが生きやすい
　　　　　　　　未来を作ろう

11月9日（土）
10：00～12：00
11月9日（土）
10：00～12：00

琴浦町立赤碕文化センター
館長 西村 敦郎 さん
琴浦町立赤碕文化センター
館長 西村 敦郎 さん

　「差別の歴史や関係史料から見
える地域社会を支えた人々の社会
的役割を直視し、部落への新しい認
識が『差別解消のカギとなるの
か？』ということを皆さんとともに考
えたい。」と語る西村さん。
　この講演を通して、自分自身に何
ができるのかを一緒に考えてみま
しょう！

第３回

講  師

演題／なぜ、そこに部落があるのか
　　　～地域社会と文化を支えた人々～
演題／なぜ、そこに部落があるのか
　　　～地域社会と文化を支えた人々～

11月30日（土）
10：00～12：00
11月30日（土）
10：00～12：00

いずもTogether　
代表 野津 寛延 さん
いずもTogether　
代表 野津 寛延 さん

　東北、熊本、九州など、各地で被
災地支援活動を行い、今年は能登半
島地震支援のため、「今、島根でで
きること」をテーマにイベントなどを
行っておられる野津さん。
　災害と人権、多文化共生の視点か
らお話しいただきます。
　自分たちが住んでいるまちのこと
を一緒に考えてみませんか。

第４回

講  師

演題／災害と人権について考える演題／災害と人権について考える

手話通訳あり
受講料無料
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